








45

第17回高齢者・障がい者の快適な生活を提案する総合福祉展・バリアフリー2011

　

３
名
の
発
表
者

は
、
各
自
の
予
測

し
た
設
定
に
基
づ

き
、〝
利
用
福
祉

用
具
の
見
直
し
の

必
要
性
〞
が
あ
る

か
な
い
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
応
を
発

表
し
た
。
そ
の
後
、

事
例
提
供
者
が
実
際
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
と
対
応
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

加
島
氏
は
「
専
門
職
に
問
わ
れ
る
の
は
予
測
能
力
。
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
際
か
ら
予
測
意
識
を
も
っ
て
提
案
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
し
、
デ
ー
タ
と
し
て
の
情
報
や

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
か
ら
、
様
々
な
可
能
性
を
予
測
し
て
提

案
等
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　

事
例
提
供
者
は
中
尾
裕
元
氏
（
東
京
都
）、
発
表
者
は
肥
後

一
也
氏
（
宮
崎
県
）、
野
村
幸
司
氏
（
愛
知
県
）、
馬
場
幸
一
氏

（
兵
庫
県
）。

◆
事
例
◆

　

利
用
者
：
男
性　

歳　

脳
梗
塞
に
よ
る
左
半
身
麻
痺
及

び
高
次
脳
機
能
障
害

　

相
談
者
：
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　

主
な
内
容
：
退
院
後
、
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
た
安
全
な
移
動
、

腰
痛
の
妻
の
介
助
負
担
軽
減
を
考
慮
し
た
福
祉
用
具
の

導
入
等
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

　

金
沢
氏
は
福
祉
用
具

個
別
援
助
計
画
書
の
作

成
を
中
心
と
し
た
事
例

検
討
を
行
っ
た
。

　

３
名
の
発
表
者
は
、

扉
の
変
更
な
ど
住
宅
改

修
も
含
め
て
、
福
祉
用

具
の
品
目
の
決
定
、
機

種
の
選
定
ま
で
を
行
っ

た
。
事
例
提
供
者
が
発

表
し
た
実
際
の
計
画
書

も
含
め
て
様
々
な
提
案
と

な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
福
祉
用
具
利
用
目
標
や
留
意
点
な
ど
丁

寧
な
内
容
だ
っ
た
。

　

金
沢
氏
は
、「
ど
ん
な
効
用
の
あ
る
薬
か
わ
か
ら
な
け
れ
ば

飲
ま
な
い
の
と
同
様
、
ど
ん
な
効
果
を
も
た
ら
す
福
祉
用
具
か

わ
か
ら
な
け
れ
ば
使
わ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
計
画
書
の
作
成

は
重
要
」
で
あ
り
、「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
不
具
合
や
希
望
の
再

確
認
を
し
、
ご
利
用
者
に
『
い
い
人
生
に
な
っ
た
』
と
言
っ
て

も
ら
え
た
ら
相
談
員
冥
利
に
つ
き
る
」
と
述
べ
た
。

　

事
例
提
供
者
は
住
田
秀
孝
氏
（
愛
知
県
）、
発
表
者
は
松
﨑

理
紗
氏（
茨
城
県
）、坂
部
智
子
氏（
兵
庫
県
）、吉
川
真
司
氏（
兵

庫
県
）。

◆
事
例
◆

　

利
用
者
：
男
性　

68
歳　

脳
梗
塞
に
よ
る
右
半
身
麻
痺

　

相
談
者
：
妻

講
師
：
金
沢 

善
智 

氏 （
株
式
会
社
バ
リ
オ
ン
介
護
環
境
研
究
所 

所
長
）

テ
ー
マ
：
夫
婦
二
人
で

　
　
　
　
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
整
備

２日目

講
師
：
市
川 

洌 

氏 （
福
祉
技
術
研
究
所
株
式
会
社 

代
表
）

テ
ー
マ
：
移
動
経
路
の
複
雑
な
住
環
境
を
改
善
し

　
　
　
　
自
宅
で
生
活
し
た
い

３日目

▶
加
島 

守 

氏

▶
金
沢 

善
智 

氏

　

主
な
内
容
：
通
所
介
護
の
夫
婦
で
積
極
的
に
外
出
し
た

い
と
い
う
意
向
が
あ
る
。
住
宅
改
修
も
あ
わ
せ
、
安
全

で
無
理
の
な
い
移
動
に
配
慮
し
た
福
祉
用
具
の
導
入
等

に
つ
い
て
相
談
し
た
い

　

市
川
氏
は
打
ち
合
わ
せ
に
な
い
質
問
で
、
発
表
者
に
そ
の
場

で
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
ご
利
用
者
の
生
活
動
作
を

追
っ
て
位
置
関
係
や
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
な
ど
具
体
的
に
切
り
込

む
。
発
表
者
も
果
敢
に
応
戦
す
る
が
、
指
摘
を
受
け
苦
笑
い

で
下
を
向
い
て
し
ま
う
場
面
も
み
ら
れ
た
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
生
活
動
線
上
に
扉
が
多
い
こ
と
、
そ
の

動
線
が
複
雑
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
住
宅
改
修
を
メ
イ
ン
に
ご
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
解
決
を
考
え
た
発
表
者
が
多
か
っ
た
が
、
市
川

氏
か
ら
は
「
お
金
を
か
け
す
ぎ
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と

し
て
福
祉
用
具
で
の
解
決
を
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

事
例
提
供
者
は
大
森
大
輔
氏
（
栃
木
県
）、
発
表
者
は
荒
木

直
人
氏（
大
阪
府
）、

山
根
寿
朗
氏
（
大

阪
府
）、
尾
野
智
亮

氏
（
京
都
府
）。

▶
市
川 

洌 

氏
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厚
生
労
働
省
が
示
し
た
整
理
案
の
う
ち
「
専
門
職
の
関
与
と

適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」（
論
点
３
）

で
は
、
福
祉
用
具
導
入
時
の
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
、
関
係

者
間
で
の
情
報
共
有
化
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
等

を
担
保
す
る
仕
組
み
の
必
要
性
な
ど
を
問
題
提
起
。そ
の
上
で
、

他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
に
、
指
定
基
準
に
「
個
別
援
助
計

画
書
」
を
位
置
づ
け
、
こ
れ
に
併
せ
て
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

（
以
下
「
相
談
員
」）
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
図
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
用
具
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
医
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
と
の
連
携
を
図
る
ほ
か
、
導

入
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
活
用
す
る

案
も
示
し
て
い
る
。
一
方
、
平
成
20
年
度
の
見
直
し
で
少
な
く

と
も
６
ヶ
月
に
１
回
か
ら
、「
必
要
に
応
じ
て
随
時
」
と
な
っ
た

福
祉
用
具
に
係
る
担
当
者
会
議
は
、
今
回
の
案
で
、
福
祉
用
具

導
入
時
の
担
当
者
会
議
に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
や
相
談
員
等
の
出

　

厚
生
労
働
省
は
、
去
る
４
月
25
日
、
第
６
回
「
福
祉
用

具
に
お
け
る
保
険
給
付
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」（
座

長
：
田
中
滋
氏
・
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
）
を
開
催

し
た
。
本
会
で
は
、
４
月
８
日
に
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
福

祉
用
具
個
別
援
助
計
画
書
の
作
成
義
務
化
等
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
議
論
の
整

理
案
で
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
採
用
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
同
検
討
会
で
は
、
こ
の
整
理
案
を
も
と
に
報
告
書

を
ま
と
め
、
第
５
期
の
介
護
報
酬
改
定
、
指
定
基
準
（
注
）

の
見
直
し
作
業
を
進
め
る
介
護
給
付
費
分
科
会
に
送
る
。

福
祉
用
具
個
別
援
助
計
画
書
の
作
成
義
務
化
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
介
護
給
付
費
分
科
会
に
議
論
の
場
を
移
す
こ

と
に
な
る
。

（
注
）
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準(

平
成
11
年
厚
生
省
令
第
37
号
）

Ⅱ
第
６
回
「
福
祉
用
具
に
お
け
る
保
険
給
付
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
開
催

席
や
意
見
書
の
提
出
を
促
進
す
る
案
を
示
す
な
ど
、
福
祉
用
具

を
主
題
と
し
た
担
当
者
会
議
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
祉
用
具
選
定
に
あ
た
っ
て
中
心
的
役
割
を
も
つ
介
護
支
援
専

門
員
に
つ
い
て
は
、
養
成
課
程
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
福
祉
用

具
関
連
研
修
の
必
修
化
を
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
の
論
点
３
に
関
連
し
て
、
東
畠
弘
子
委
員
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
本
会
理
事
）
は
、
昨
年
度
、
本
会
が
福
祉
医
療
機
構
の

助
成
で
行
っ
た
調
査
研
究
結
果
を
報
告
し
た
。
同
委
員
は
、
調

査
結
果
の
う
ち
個
別
援
助
計
画
を
作
成
し
て
自
身
が
変
わ
っ
た

か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
８
割
以
上
の
相
談
員
が
「
利
用
目

的
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
選
定
理
由
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
点
を
指
摘
。「
個
別
援
助
計
画
の

作
成
が
、
相
談
員
の
意
識
の
変
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
」と
強
調
し
て
い
た
。
山
下
一
平
委
員（
本
会
理
事
長
）

は
、
居
宅
を
訪
問
し
な
く
て
も
報
酬
を
請
求
で
き
る
福
祉
用
具

貸
与
の
矛
盾
点
を
指
摘
し
た
上
で
、「
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保

す
る
た
め
に
も
個
別
援
助
計
画
や
、
居
宅
を
訪
問
し
て
行
う
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
義
務
化
は
必
要
」
と
し
て
い
た
。
畔
上
加
代
子

委
員
（
本
会
副
理
事
長
）
は
、
福
祉
用
具
に
よ
る
事
故
の
問
題

に
触
れ
、「
個
別
援
助
計
画
を
作
成
・
実
施
し
、
適
切
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
事
故
防
止
に
役
立
つ
」
と
し
て
、
義

務
化
を
強
く
求
め
た
。
一
方
、
一
瀬
正
志
委
員
（
テ
ク
ノ
エ
イ

ド
協
会
常
務
理
事
、
本
会
理
事
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

の
た
め
「
指
定
事
業
所
に
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
的
な
役
割
を
も
つ
専
門
職
が
必
要
」
と
し
て
、
専
門

職
の
養
成
の
必
要
性
を
提
案
し
て
い
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
同
一
製
品
で
あ
っ
て
も
平
均
的
な
月
額

に
比
べ
て
、
非
常
に
高
額
な
請
求
を
行
う
ケ
ー
ス
を
「
外
れ
値
」

と
し
て
、
市
町
村
が
利
用
者
に
価
格
情
報
を
伝
え
る
「
介
護
給

付
費
通
知
書
」
の
実
施
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
整
理
案

で
は
、
こ
の
「
外
れ
値
へ
の
対
応
」（
論
点
１
）
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
委
員
の
間
か
ら
は
、「
各
保
険
者
は
合
理
性
が
な
い
事

案
に
対
し
て
は
積
極
的
に
公
表
す
べ
き
」「
福
祉
用
具
業
界
が

自
主
的
に
解
消
に
取
り
組
む
べ
き
」
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
一

方
、
山
下
委
員
か
ら
は
、「
福
祉
用
具
貸
与
の
価
格
は
モ
ノ
（
福

祉
用
具
）
と
サ
ー
ビ
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
給
付
費
通
知

で
は
サ
ー
ビ
ス
が
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
点
を
理
解
す
る
こ

と
が
困
難
」
と
指
摘
。「
過
度
の
適
正
化
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
維
持
す
る
た
め
の
適
正
な
価
格
を
大
幅
に
下
回
り
、
安

か
ろ
う
、悪
か
ろ
う
の
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
は
い
け
な
い
」と
し
て
、

給
付
費
通
知
の
適
切
な
実
施
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
畔
上
委
員
は
、
通
知
を
行
う
際
、
行
政
の
担
当
者
と

厚
生
労
働
省
、
議
論
の
整
理
で
「
個
別
援
助
計
画
書
」

の
指
定
基
準
へ
の
位
置
づ
け
を
明
記

本
会
理
事
、
検
討
会
で
「
福
祉
用
具
個
別
援
助
計
画

書
」
の
必
要
性
等
を
ア
ピ
ー
ル

「
外
れ
値
」
へ
の
対
応
、
給
付
費
通
知
の
適
切
な
実

施
を
強
く
求
め
る
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第６回　福祉用具福祉用具における保険給付の在り方に関する検討会

畔上加代子 氏
一般社団法人　全国福祉用具専門相談員
協会　副理事長
池田省三 氏
龍谷大学　教授
石川良一 氏
全国市長会（東京都稲城市前市長）
介護保険対策特別委員会　委員長
一瀬正志 氏
財団法人　テクノエイド協会　常務理事
（本会理事）
伊藤利之 氏
横浜市総合リハビリテーションセンター
顧問
高智英太郎 氏
健康保険組合連合会　理事
木村憲司 氏
日本福祉用具・生活支援用具協会　会長

木村隆次 氏
一般社団法人　日本介護支援専門員協会
会長（日本薬剤師会　常務理事）

久留善武 氏
社団法人　シルバーサービス振興会
企画部長

田中滋 氏
慶應義塾大学大学院　経営管理研究科　
教授

東畠弘子 氏
ジャーナリスト（本会理事）

山内繁 氏
早稲田大学　研究推進部　参与
（本会特別顧問）
山下 一平 氏
社団法人　日本福祉用具供給協会　
理事長（本会理事長）

相
談
し
て
、
ご
利
用
者
か
ら
直
接
説
明
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
、
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
と
価
格
の
関
係
を

示
す
資
料
を
配
布
し
、
理
解
を
求
め
た
千
葉
市
に
お
け
る
関
係

者
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
通
知
に
伴
う
行
政
や
関
係
者
間
の
連

携
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

整
理
案
で
は
、「
比
較
的
安
価
な
福
祉
用
具
の
取
り
扱
い
」（
論

点
２
）
と
し
て
、
歩
行
補
助
つ
え
、
歩
行
器
、
手
す
り
、
ス
ロ
ー

プ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
比
較
的
安
価
で
、
貸
与
価

格
の
合
計
が
平
均
小
売
価
格
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
貸

与
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
点
を
紹
介
。
そ
こ
で「
貸

与
か
ら
販
売
へ
の
移
行
」
又
は
「
貸
与
と
販
売
の
選
択
制
」
を

求
め
る
意
見
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
販
売
に
な
る
と
、

適
切
な
選
定
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
担
保
で
き
な
く
な
る
点
、
介
護
給
付
費
実
態
調

査
の
結
果
、
平
均
貸
与
期
間
が
平
均
的
な
償
却
期
間
を
超
え

る
の
は
歩
行
補
助
つ
え
の
み
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
な
ど
、
両

論
を
併
記
。
そ
の
上
で
、
事
業
者
が
利
用
者
に
定
期
的
に
関
与

す
る
貸
与
と
い
う
仕
組
み
の
変
更
に
は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と

し
、
さ
ら
な
る
調
査
、
検
討
を
要
す
る
、
と
ま
と
め
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
検
討
会
で
は
、
販
売
へ
の
移
行
や
選
択
制
を
求

め
る
意
見
が
あ
っ
た
一
方
、
価
格
と
使
用
期
間
の
み
で
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
種
目
の
使
用
実
態
か
ら
検
討
す
べ
き
、

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
特
に
伊
藤
利
之
委
員
（
横
浜
市
総
合

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
は
、
自
身
は
選
択
制

に
賛
成
と
前
置
き
し
な
が
ら
、「
今
の
使
用
環
境
か
ら
判
断
す

る
と
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
担
保
す
る
レ
ン
タ
ル
制

度
が
適
切
」
と
し
、
現
時
点
で
の
販
売
制
へ
の
移
行
は
時
期
尚

早
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
山
内
繁
委
員
（
早
稲
田
大
学
研
究
推

進
部
参
与
、
本
会
特
別
顧
問
）
は
、
多
点
つ
え
が
折
れ
た
事
例

を
紹
介
し
、「
利
用
者
の
状
態
や
そ
の
変
化
に
応
じ
た
適
切
な

適
合
が
必
要
」
と
し
、専
門
職
の
関
与
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

会
議
の
終
了
に
際
し
、
東
畠
委
員
か
ら
、
韓
国
が
当
初
は
選

択
方
式
を
採
用
し
、
そ
の
後
、
日
本
を
参
考
に
貸
与
方
式
に
変

更
し
た
点
な
ど
を
紹
介
。
続
い
て
、
山
下
委
員
か
ら
福
祉
先
進

国
の
北
欧
が
日
本
方
式
に
注
目
し
て
い
る
点
な
ど
を
紹
介
し
た

上
で
、「
世
界
初
と
な
っ
た
我
が
国
の
介
護
保
険
に
お
け
る
福

祉
用
具
レ
ン
タ
ル
方
式
を
、
よ
り
良
い
制
度
と
す
る
よ
う
、
今

後
の
介
護
給
付
費
分
科
会
の
議
論
に
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

各
国
も
注
目
す
る
日
本
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
、
今

後
の
議
論
で
よ
り
良
い
制
度
に

メンバー表（敬称略・50音順）

　

こ
の
日
、
検
討
会
は
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
「
議
論
の
整
理

案
」
を
大
筋
で
了
承
。
介
護
給
付
費
分
科
会
に
送
ら
れ
る
報
告

書
の
成
文
化
は
田
中
座
長
に
一
任
さ
れ
た
。
こ
れ
で
来
年
４
月

施
行
の
介
護
報
酬
の
改
定
、
指
定
基
準
の
見
直
し
に
伴
う
検
討

作
業
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
は
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
本
会
で
は
、

今
後
と
も
福
祉
用
具
個
別
援
助
計
画
書
の
義
務
化
や
、
現
行
レ

ン
タ
ル
制
度
の
堅
持
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
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現
在
、
各
市
区
町
村
で
は
、
平
成
23
年

度
を
始
期
と
す
る
都
道
府
県
介
護
給
付
適

正
化
計
画
等
に
基
づ
き
、
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
会
で
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の

業
務
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確

立
や
、
具
体
化
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

福
祉
用
具
個
別
援
助
計
画
書
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ー
ト
の
開
発
・
改
訂
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
事
故
防
止
は
も

と
よ
り
、
ま
さ
に
介
護
給
付
適
正
化
事
業

の
ひ
と
つ
「
福
祉
用
具
に
係
る
訪
問
調
査
」

に
活
か
す
べ
き
も
の
。
そ
こ
で
各
方
面
へ

の
普
及
・
啓
発
・
広
報
を
目
的
と
し
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『「
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

介
護
給
付
適
正
化
事
業
に
お
け
る
「
福
祉
用
具
に
係
る

訪
問
調
査
」
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
行
政
と
連
携
を

特
別
レ
ポ
ー
ト
＊
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
現
状

ン
グ
」
の
実
施
が
福
祉
用
具
の
事
故
を
防

止
す
る
！
』
に
は
平
成
22
年
度
に
実
施
さ

れ
た
適
正
化
事
業
の
具
体
例
も
掲
載
し
て

い
る
。

■
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
能
力
活
用
事
例

東
京
都
世
田
谷
区
か
ら
の
委
託
。区
職
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
販
売
事
業
者
と
と
も

に
本
会
会
員
が
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
利

用
状
況
の
調
査
・
確
認
時
の
助
言
・
指
摘

等
に
つ
い
て
技
術
的
補
助
を
行
っ
た
。

■
ふ
く
せ
ん
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
の
様

式
活
用
事
例

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
。
市
が
６
事
業
所

に
対
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
を
依
頼
。

報
告
に
は
ふ
く
せ
ん
様
式
を
使
用
し
、

写
し
の
提
出
を
求
め
た
。

介護給付適正化事業における“福祉用具に係る訪問調査”のすすめ介護給付適正化事業における“福祉用具に係る訪問調査”のすすめ介護給付適正化事業における“福祉用具に係る訪問調査”のすすめ介護給付適正化事業における“福祉用具に係る訪問調査”のすすめ

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

＊全国労働者共済生活協同
組合連合会の2010年度
社会福祉活動等助成事業
及び、埼玉県民共済生活
協同組合の2010年度社
会福祉団体等に対する助
成により作成

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
展
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
日
目
の
発
表
者
・
松
﨑
理
紗
氏
は
、
今

回
の
大
震
災
で
被
災
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
参
加
し
、
茨
城
県
の
現
状
を
話
し
て
く

れ
た
。

　

茨
城
県
は
地
震
に
加
え
、
津
波
、
液
状

化
の
被
害
を
受
け
た
。
特
に
液
状
化
の
被

害
は
深
刻
だ
。
道
路
が
沈
ん
で
段
差
が
生

じ
、
車
が
通
れ
な
く
な
っ
た
り
、
路
面
が

マ
ン
ホ
ー
ル
ご
と
隆
起
し
て
、
家
の
出
入

り
口
を
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
た
り
。

　

地
震
発
生
時
「
一
番
役
に
立
っ
た
」
と

言
わ
れ
た
の
は
車
い
す
。
軽
度
者
で
車
い

す
が
借
り
ら
れ
な
い
人
も
い
る
が
、
車
い

す
が
あ
っ
た
人
は
安
心
し
て
逃
げ
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
だ
。
特
殊
寝
台
に
つ
い
て

は
、
避
難
す
る
際
に
抱
え
上
げ
や
す
い
と

い
う
点
は
良
か
っ
た
が
、
中
に
は
背
あ
げ

し
た
状
態
で
停
電
に
な
り
、
事
業
者
が
う

か
が
う
ま
で
戻
す
事
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
事
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

特
に
施
設
で
は
ウ
エ
ッ
ト
タ
オ
ル
や
オ
ム

ツ
の
確
保
が
大
変
、
断
水
し
て
清
潔
を
保

つ
の
が
難
し
い
な
ど
介
護
者
に
と
っ
て
も

困
難
な
状
態
に
み
ま
わ
れ
た
。

　

松
﨑
氏
は
、
電
話
に
よ
る
確
認
が
困
難

だ
っ
た
た
め
、
近
距
離
の
ご
利
用
者
宅
を

訪
問
確
認
す
る
事
で
精
一
杯
だ
っ
た
と
い

う
。「『
地
震
が
起
き
て
か
ら
来
て
く
れ
た

の
は
あ
な
た
（
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
）

だ
け
』
と
い
う
ご
利
用
者
も
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
で
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
中
で
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
」（
同
氏
）。
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